
 

 

 

 

 

 

 

一口案内                                      

（土浦市）人口 14 万人、江戸期には、霞ヶ浦、水戸街道と水陸運に恵まれた土浦藩 9 万

5 千石の城下町として栄えた。近代はお隣のつくば市に県南のポイントが移ったが、歴史と

自然に恵まれ、一歩足を伸ばすと日本一の蓮田が広がり、秋の夜空に全国花火競技大会の大

競演。昨今はつくば霞ヶ浦りんりんロードで若者の心を掴んでいる。                

（土浦まちかど蔵）江戸時代初期に水戸街道の宿場町として整備され、寺社と共に、一

帯が文化の町として発展、江戸の末期には、見世蔵、袖蔵、元蔵、向蔵として「大徳」「野村」が

商いの店として発展、現在は市民交流の場となっている。                      

（霞月楼かげつろう）創業明治２２（１８８９）年、山本五十六、リンドバーク夫妻、吉田茂など

の各界の著名人が訪れた土浦の歴史の舞台である料亭。貴重な資料は必見。                 

（予科練平和記念館）日露戦争・第 1 次世界大戦を通じ、航空機の重要性を痛感した

旧日本軍は、大正時代阿見町に、２つの航空隊を設置した。霞ヶ浦海軍航空隊と土浦海軍航

空隊である。現在は陸上自衛隊武器学校となっており、片隅に予科練出身没者の霊を慰める

予科練の碑と遺品などを展示する「雄翔館」や「雄翔園」がある。                        

また昭和 14 年<1939>少年航空兵の養成機関である海軍飛行予科練習部（予科練）が、

横須賀から移転、土浦海軍航空隊になった。桜と錨が描かれた「若鷲の歌」は、映画の主題歌

と共に全国に知れ渡った。 海軍の町として歴史を歩んできた阿見町は、我が国の近現代史

の中でも特別な時代を過ごし、日本が経験した戦争と平和を考える上で貴重な記録、資料を

保存展示すると共に、次の世代に正確に伝承し、命の尊さや平和の大切さを考えてもらうた

め平成 22 年（２０１０）4 月に開館した。 

 

 

 


